
時期 経過 国民 行政

昭和６１年４月

平成９年１月

平成１０年４月

平成１７年４月

平成２１年１１月

平成２２年３月

平成２２年１２月
平成２３年１月

第３号被保険者制度
スタート

基礎年金番号導入

届出勧奨開始（毎月）

届出勧奨しても届出が
ない場合の職権による
種別変更開始（毎月）

旧社会保険庁の職員
アンケート
不整合記録問題への
対応方針の方向を決定
通知発出
「運用３号」実施

第３号被保険者制度を巡る経緯

（注）「健康保険組合に加入している夫の扶養から外れた者」及び「住所が特定できない者」については、対応できていない。

配偶者（例：夫）
の転職等

自身の収入増
（基準額超）

第１号被保険者への種別変更届が必要

平成１７年４月以降に、例えば
・配偶者が転職
・自身の収入増

勧奨なし

勧奨

職権による種別変更

再勧奨

勧奨

但し、一定の限界あり（注）

第３号被保険者として
年金記録に記載

第３号被保険者のまま

裁定

大量の不整合記録の存在が判明

被保険者分 受給権者分

第３号被保険者のまま

第３号被保険者のまま

届け出ず

届け出ず

届け出ず

過去からの
実情を申告

×

×

裁
定
時
の
チ
ェ
ッ
ク
が
不
十
分届け出ず×

ねんきん特別便
（Ｈ１９･２０）

ねんきん定期便
（Ｈ２１～）

平成１０年４月以降に、例えば
・配偶者が転職
・自身の収入増

（別紙）


